
● １月臨時会
● 3月定例会
● 予算特別委員会報告
● 総務文教常任委員会報告
● 厚生常任委員会報告
● 産業建設常任委員会報告
● 議会運営委員会報告・庁舎整備等検討特別委員会
● 一般質問
● 学校紹介～加東市立社小学校～
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北 は り ま 消 防 組 合 発 足 式
　4月1日に北はりま消防組合発足式が加東
市役所滝野庁舎で行われた。
　昨年4月より、北播磨の3市1町（西脇市、
加西市、加東市、多可町）による消防広域
化協議会が設置されて準備が進められてきた。
　滝野庁舎を広域統合本部とし、消防無線
のデジタル化による通信指令センターの整
備など、本格的な消防体制の強化が期待さ
れている。

3月定例会3月定例会

加東市加東市
No.17No.17No.17



1月臨時会

加東市 議会だより Ｎｏ.１７ ２

市立中学校教室に空調設備整備

平成 22 年度　各会計補正予算

一般会計補正（第3号）の合計額は、４０２,２３１千円。補正後の総額は１７,８４０,２４８千円となる。

単位千円

総    務    費
民　　生　　費
衛　　生　　費
農 林 水 産 業 費
商　　工　　費
土　　木　　費

教　　育　　費

予　　備　　費

医　療　費　用

項　　目

4,687
8,048

24,731
8,800
7,300

94,300

252,980

1,385

22,208

補正額

2,628,896
5,212,230
1,562,540

473,102
299,912

2,663,698

1,957,805

45,250

2,731,425

補正後の額

総務管理費4,687千円の増� 
社会福祉費5,440千円　児童福祉費2,608千円の増�
保健衛生費24,731千円の増� 
農業費8,800千円の増� 
商工費7,300千円の増� 
道路橋梁費94,300千円の増� 
教育総務費2,026千円の増　小学校費36,224千円の増�
中学校費200,072千円の増　幼稚園費5,365千円の増
社会教育費9,293千円の増� 
予備費1,385千円の増

経費22,208千円の増

主　な　内　容会　計　別

一 般 会 計
（ 第 3 号 ）

病院事業会計
（ 第 2 号 ）

3,916千円
771千円

5,170千円
1,769千円

22,208千円
4,500千円
8,800千円

41,375千円
5,365千円

補助金の名称と主な事業内容
地域活性化・きめ細かな交付金

● 市が管理する道路橋の計画的点検調査の実施事業�  
● 市道の舗装改良工事�  
● 天神東掎鹿谷土地区画内幹線道路改良に係る公共施設管理者負担金

270千円
839千円

2,523千円
2,800千円
5,715千円
2,026千円
4,293千円
5,000千円

地域活性化・住民生活に光をそそぐ交付金

● 市立中学校教室の空調設備工事費 189,206千円

10,300千円
4,000千円

80,000千円

安全・安心な学校づくり交付金

社会資本整備総合交付金

　
第

３４
回
加
東
市
議
会
臨
時
会
を
、１
月

３１
日
に
開
会
し
た
。
国
の
円
高
・
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の

緊
急
総
合
経
済
対
策
に
関
す
る
交
付
金
の
確
定
を
受
け
、平
成

２２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。主
な
内
容
は
、地
域
活
性
化
や
安
全
・
安
心
な
学
校
づ

く
り
交
付
金
等
に
よ
る
市
立
中
学
校
教
室
へ
の
空
調
設
備
費
用
な
ど
で
あ
る
。採
決
の
結
果
、い
ず

れ
の
議
案
も
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

● 精神障害者デイケア送迎事業�  
● 配偶者や交際相手からの暴力によるDV被害対策事業�  
● 全国的な自殺者数の増　による自殺防止対策の啓発事業�  
● 悪徳商法の増　、巧妙化により消費者被害対策啓発事業�  
● 公共図書館や学校図書室の図書購入費用�  
● 不登校生徒児童及び保護者、指導者の研修派遣強化事業�  
● 中央図書館エレベーター改修工事、滝野図書館空調設備改修工事�  
● 公共図書館図書購入費

加加
加加

● 安全・安心のまちづくりのためカーブミラー新設及び修繕工事�  
● 夜間照明のない暗がり等を解消するため防犯灯追　設置工事�  
● ラポートやしろ空調設備修繕及びとどろき荘源泉ろ過機器等修繕工事�  
● 公立保育園施設の雨漏りなどの修繕工事�  
● 市民病院のエレベーターの緊急リニューアル工事�  
● 交流保養館温泉（ぽかぽ）の源泉予備揚湯ポンプ製作及び購入費�  
● 「やしろ鴨川の郷」の本館浴室温水ボイラー更新工事�  
● 市立小中学校の老朽化に伴う修繕及びバリアフリー化工事�  
● 市立幼稚園の園舎及び遊具の修繕工事

加加



3月定例会

円
の
一
般
会
計
追
加
補
正
予
算

を
専
決
処
分
し
議
会
の
承
認
を

得
る
。

全
会
一
致
で
可
決

 

財
産
処
分

　
市
有
財
産
で
あ
る
窪
田
、
久

米
、
森
尾
、
藪
集
会
所
を
各
地

区
の
公
民
館
と
し
て
無
償
で
譲

渡
す
る
案
件
。賛

成
多
数
で
可
決

 

条
例
改
正

◆
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

　
監
査
機
能
の
充
実
、
強
化
を

図
る
た
め
識
見
を
有
す
る
監
査

委
員
を
１
名
増
員
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
監
査
委
員
構
成

は
、
識
見
を
有
す
る
者
２
名
と

議
会
選
出
１
名
と
な
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
特
別
職
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
市
長
が

９４
万
円
か
ら

９０
万
２
千
円
に
、
副
市
長
が

７５
万
円
か
ら

７２
万
円
へ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
現
在
の
給
料
の
月
額
か

ら
４
％
減
額
す
る
案
件
。

　
議
員
よ
り
、
審
議
を
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
動

議
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
動

平
成
２２
年
度
補
正
予
算
概
要

◆
一
般
会
計

　
事
業
の
完
了
に
伴
う
入
札
残

額
や
執
行
見
込
み
額
の
見
直
し

等
を
合
わ
せ
、
一
般
会
計
の
全

業
務
・
事
業
を
対
象
に
不
用
額

の
精
査
を
行
っ
た
。

　
収
支
決
算
見
込
み
に
よ
り
、

歳
出
予
算
で
は
、
公
債
費
を
追

加
し
て
３
億
２
６
９
２
万
円
の

繰
上
償
還
を
行
う
と
と
も
に
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に
２
億
３

千
万
円
、
減
債
基
金
に
１
億
円

を
積
み
立
て
る
。
そ
の
結
果
、

土
地
開
発
基
金
を
加
え
た
市
の

基
金
総
額
は
、

８２
億
円
に
達
す

る
見
通
し
と
な
り
、
前
年
度
と

の
比
較
で
は
、
約

１０
億
円
増
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

◆
病
院
事
業
会
計

　
入
院
、
外
来
収
益
の
減
額
の

た
め
、
一
般
会
計
よ
り
１
億
５

千
万
円
を
繰
入
れ
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

 

専
決
処
分

　
平
成

２３
年
１
月

２５
日
に
学
校

給
食
配
送
車
が
交
通
事
故
に
遭

っ
た
。
新
た
に
配
送
車
の
購
入

に
関
し
て
緊
急
を
要
し
、
議
会

を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
た
め
、
購
入
費
用
６
１
９
万

加東市 議会だより Ｎｏ.１７３

　
第

３５
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、３
月
１
日
か
ら

２４
日
ま
で

２４
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。

　
市
長
か
ら
施
政
方
針
の
表
明
が
あ
り
、平
成

２３
年
度
当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
審
査
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
ま
た
、専
決
処
分
の
承
認
及
び
平
成

２２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、財
産
処
分
、条
例
の
一
部
改
正
、規
約

の
変
更
、基
本
計
画
、人
事
案
件
な
ど

３１
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
ま
た
、市
長
及
び
副
市
長
並
び
に
教
育
長
の
給
与
減
額
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
２
件
は
否
決
し

た
。他
に
請
願
３
件
と
陳
情
１
件
を
採
択
し
、陳
情
１
件
は
継
続
審
査
と
し
た
。

　
１４
日
に
は
、一
般
質
問
が
行
わ
れ

１０
名
の
議
員
が
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

平成22年度　各会計補正予算

・減債基金元金積立金100,000千円の増� 

・公共施設整備基金元金積立金230,000千円の増�    

・国民健康保険特別会計繰出金50,665千円の増�

・病院事業会計補助金150,000千円の増�

・市道整備工事41,805千円の減

・下水道事業会計補助金43,726千円の減�

・繰上償還元金326,920千円の増�

・一般会計繰入金50,665千円の増�  

・保険財政共同安定化事業拠出金25,189千円の減�

・一般会計繰出金51千円の増� 

・広域連合納付金9,168千円の減�

・居宅介護サービス給付費負担金77,040千円の増� 

・施設介護サービス給付費負担金67,920千円の減�

・ケアホームかとう医薬材料費3,000千円の減

・損害賠償金他6,700千円の増�

・固定資産除去費3,037千円の減

・新設給水加入分担金8,000千円の減

・設計委託料27,600千円の減� 

・工事請負費60,615千円の減� 

・下水道使用料9,700千円の増� 

・一般会計繰入金（基準内）63,359千円の減

・流域下水道維持管理負担金17,914千円の減�

・下水道未収金不納欠損金等5,090千円の増

・下水道事業債40,000千円の減　

・一般会計繰入金（基準外）18,362千円の増�

・汚水管布設等工事88,000千円の減�

・入院、外来収益175,270千円の減

・一般会計繰入金150,000千円の増�               

・人件費18,794千円の減　診療材料費6,476千円の減

会 計 別

一般会計（５号）

補 正 額 補正後の額 主 な 内 容

330,141

△46,625

53

△9,168

10,197

△12,113

5,888

△24,543

△7,292

△88,215
  

△52,806

  

△33,084

△63,067

△83,619

△25,270

△25,270

18,176,579

3,658,719

8,263

356,353

2,697,641

451,637

1,336,434

1,298,068

31,665

439,397

1,448,895

1,715,815

993,555

1,497,079

2,706,155

2,706,155

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険（３号）

老人保健（２号）

後期高齢者医療（２号）

介護保険保険事業（３号）

水道事業（３号）

下水道事業
（２号）

病院事業（３号）

介護保険サービス事業（３号）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

単位千円



3月定例会

播磨看護専門学校

議
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
た
。

 

反
対
討
論

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
の

給
与
引
下
げ
や
行
財
政
改
革
の

観
点
か
ら
提
案
し
た
市
長
の
思

い
は
理
解
す
る
が
、
ま
ず
は
山

積
し
た
課
題
解
決
に
向
け
職
務

遂
行
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
反

対
す
る
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
政

務
調
査
費
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
中
、
今
回
の
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
へ
の
諮
問
に
関
し
て

は
、
議
員
に
は
一
切
知
ら
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢

で
は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
少
数
で
否
決

◆
教
育
長
の
給
与
、
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
参

考
意
見
を
受
け
、
教
育
長
の
給

料
の
月
額
か
ら
４
％
を
減
額
し
、

６５
万
５
千
円
か
ら

６２
万
８
千
円

と
す
る
案
件
。賛

成
少
数
で
否
決

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　「
月

６０
時
間
を
超
え
る
時
間

外
勤
務
」
の
積
算
の
基
礎
に
日

曜
日
等
を
含
む
よ
う
国
の
取
扱

い
が
変
更
さ
れ
た
た
め
時
間
外

勤
務
手
当
の
支
給
割
合
を
引
上

げ
る
改
正
案
。

◆
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

　
近
隣
北
播
磨
四
市
の
公
立
病

院
の
給
料
表
を
勘
案
し
、
医
療

職
給
料
表
に
、
７
級
を
追
加
し
、

医
療
技
術
部
長
職
員
に
適
用
す

る
改
正
案
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
市
が
実
施
す
る
事
業
の
必
要

性
や
実
施
主
体
の
あ
り
方
な
ど

を
行
政
を
外
部
の
視
点
か
ら
公

開
の
場
で
仕
分
け
を
実
施
す
る

「
事
業
仕
分
け
委
員
」
を
追
加

す
る
案
件
。

全
会
一
致
で
可
決

◆
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

　
老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
そ
の
設
置
期
間
が
満
了
す

る
た
め
廃
止
す
る
案
件
。

全
会
一
致
で
可
決

◆
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を

推
進
し
た
結
果
、
派
遣
医
師
に

よ
る
加
東
市
民
病
院
の
診
療
科

目
に
「
皮
膚
科
」
を
追
加
す
る

案
件
。

全
会
一
致
で
可
決

◆
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
（
議
員
提
案
）

　
消
防
本
部
が
「
北
は
り
ま
消

防
組
合
」
に
移
管
す
る
た
め
、

厚
生
常
任
委
員
会
の
所
管
よ
り

消
防
本
部
に
関
す
る
事
項
を
削

除
す
る
案
件
。全

会
一
致
で
可
決

 

規
約
改
正

◆
播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
規
約
の
一
部
変
更

　
播
磨
看
護
専
門
学
校
の
学
生

を
対
象
に
修
学
資
金
と
し
て
月

額
２
万
５
千
円
の
貸
与
に
関
す

る
事
項
を
加
え
る
案
件
。

全
会
一
致
で
可
決

 

基
本
計
画

◆
加
東
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
定
め
る
件

　
加
東
市
が
教
育
基
本
法
に
基

づ
き
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教

育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関

す
る
基
本
計
画
を
定
め
た
の
で
、

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
案
件
。

総
務
文
教
委
員
会
へ
付
託

（
Ｐ
８
参
照
）

全
会
一
致
で
可
決

 

人
事
案
件

　
加
東
市
教
育
委
員
の
一
名
が

任
期
満
了
と
な
る
た
め
左
記
の

者
を
新
た
に
委
員
へ
の
任
命
に

対
し
同
意
を
求
め
る
案
件
。

藤
本
洋
二
氏
（
岡
本
）

 

反
対
討
論

　
旧
東
条
町
助
役
時
代
に
「
せ

せ
ら
ぎ
東
条
」
に
関
す
る
支
出

等
に
関
わ
っ
た
人
物
を
教
育
委

員
に
任
命
す
る
市
長
の
任
命
認

識
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。

 

賛
成
討
論

　
識
見
や
教
養
も
高
く
教
育
関

係
に
も
精
通
し
て
お
り
賛
成
す

る
。

賛
成
多
数
で
可
決

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
選
出

　
加
東
市
議
会
よ
り
、
北
は
り

ま
消
防
組
合
議
会
議
員
２
名
を

議
長
指
名
に
て
選
出
し
た
。

長
谷
川
勝
己

藤
尾
　
　
潔

 

請
　
願

◆
１２
月
議
会
に
提
出
さ
れ
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
へ
審
査
を

付
託
し
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
「
公
共
交
通
の
早
期
確
保
に

関
す
る
請
願
」（
２
件
）

全
会
一
致
で
採
択

（
Ｐ
８
総
務
文
教
委
員
会
参
照
）

◆「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
の
確
立
を
求
め
る
請
願
」

賛
成
多
数
で
採
択

（
Ｐ
９
厚
生
委
員
会
参
照
）

 

陳
　
情

◆
「
真
の
日
中
友
好
確
立
の
た

め
尖
閣
事
件
ビ
デ
オ
映
像
の
全

面
開
示
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
」

全
会
一
致
で
採
択

（
Ｐ
８
総
務
文
教
委
員
会
参
照
）

◆
「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加

に
反
対
す
る
陳
情
」

（
Ｐ

１０
産
業
建
設
委
員
会
参
照
）

継
続
審
査

加東市 議会だより Ｎｏ.１７４



加東市 議会だより Ｎｏ.１７５

第35回　加東市定例会議決結果一覧
◆全会一致で可決、同意、採択した議案

◆賛否の分かれた議案 〇・・賛成   ×・・反対

承認第１号
第３号議案
第４号議案
第５号議案
第６号議案
第７号議案
第８号議案
第９号議案
第１３号議案
第１４号議案
第１５号議案
第１６号議案
第１７号議案
第１８号議案
第２８号議案
第２９号議案
第３０号議案
第３１号議案
第３２号議案
第３３号議案
第３４号議案
第３５号議案
第３６号議案
第３７号議案
第３９号議案
第４０号議案
議員提出第１号議案�
請願第２２－２号
請願第２２－３号
陳情第２２－１１号
意見書案第２号

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

専決処分の承認を求める件（平成22年度加東市一般会計補正予算（第4号））
平成22年度加東市一般会計補正予算（第5号）�         
平成22年度加東市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
平成22年度加東市老人健康保険特別会計補正予算（第2号）
平成22年度加東市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
平成22年度加東市介護保険保険事業特別会計補正予算（第3号）
平成22年度加東市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第3号)
平成22年度加東市水道事業会計補正予算（第3号）
平成23年度加東市国民健康保険特別会計予算
平成23年度加東市後期高齢者医療特別会計予算
平成23年度加東市介護保険保険事業特別会計予算
平成23年度加東市介護保険サービス事業特別会計予算
平成23年度加東市水道事業会計予算
平成23年度加東市下水道事業会計予算
加東市集会所条例を廃止する条例制定の件
加東市委員会の委員等の報酬及び費用弁済に関する条例の一部を改正する条例制定の件
北はりま消防組合の設置に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件
加東市特別会計条例の一部を改正する条例制定の件
加東市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定の件
加東市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増及び規約の一部変更の件
兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増及び規約の一部変更の件
播磨内陸医務事業組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更の件
北播磨3市1町消防広域化協議会の廃止の件
加東市教育振興基本計画を定める件
市道路線の変更の件
加東市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件
加東市市議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件
公共交通の早期確保に関する請願
公共交通の早期確保に関する請願
真の日中友好確立のため「尖閣事件」ビデオ映像の全面開示を求める意見書の提出書を求める陳情
真の日中友好確立のため「尖閣事件」ビデオ映像の全面開示を求める意見書（案）について

第 1 0 号 議 案

第１１号 議 案

第 1 2 号 議 案

第 1 9 号 議 案

第 2 0 号 議 案

第 2 1 号 議 案

第 2 2 号 議 案

第 2 3 号 議 案

第 2 4 号 議 案

第 2 5 号 議 案

第 2 6 号 議 案

第 2 7 号 議 案

第３８号 議 案

同 意 第 1 号

請願第23－1号

意見書案第1号

平成22年加東市下水道事業会計
補正予算（第2号）�
平成22年加東市病院事業会計
補正予算（第3号）�

平成23年度加東市一般会計予算
 
平成23年度加東市病院事業会計予算
 
市有財産処分の件�
（加東市窪田集会所）�
市有財産処分の件�
（加東市久米集会所）�  
市有財産処分の件�
（加東市森尾集会所）�  
市有財産処分の件
（加東市藪集会所）� 
加東市監査委員条例の一部を改
正する条例制定の件 
加東市特別職の職員で常勤のものの給与に
関する条例の一部を改正する条例制定の件
加東市教育長の給与、旅費等に関する
条例の一部を改正する条例制定の件
加東市一般職の給与に関する条例の
一部を改正する条例制定の件� 

市道路線の認定の件

加東市教育委員会委員任命の件

脳脊髄液減少症の診断・治療の
確立を求める請願�
脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を
求める意見書（案）について
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賛成多数（賛15 ）
原案可決（反1 ）
賛成多数（賛15 ）
原案可決（反1 ）
賛成多数（賛13 ）
原案可決（反3 ）
賛成多数（賛13 ）
原案可決（反3 ）
賛成多数（賛15 ）
原案可決（反 1 ）
賛成多数（賛15 ）
原案可決（反 1 ）
賛成多数（賛15 ）
原案可決（反 1 ）
賛成多数（賛15 ）
原案可決（反 1 ）
賛成多数（賛12 ）
原案可決（反 4  ）
賛成少数（賛 4 ）
原案否決（反12 ）
賛成少数（賛 4 ）
原案否決（反12 ）
賛成多数（賛14 ）
原案可決（反 2 ）
賛成多数（賛15）
原案可決（反1 ）
賛成多数（賛14 ）
原案可決（反2 ）
賛成多数（賛15 ）
原案採択（反1 ）
賛成多数（賛15 ）
原案可決（反1 ）

議 　 案

長
谷
川
幹
雄

石
井
　
雅
彦

岸
本
眞
知
子

石
井
　
正
敏

小
川
　
忠
市

小
紫
　
泰
良

磯
貝
　
邦
夫

藤
尾
　
　
潔

安
田
　
　
朗

長
谷
川
勝
己

藤
原
　
文
悟

桑
村
　
繁
則

丸
山
　
武
彦

山
本
　
通
廣

二
階
　
一
夫

井
上
　
茂
和

藤
田
　
靖
夫

志
方
　
　
勉

議 決 結 果



予 算 審 査

国際学習塾駐車場

ド
の
推
進
を
図
る
。

　
　
社
中
央
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
形
態
を
工
夫
す
べ

き
で
は
。

　
　
他
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
平
成
２３
年
度
か
ら
導
入
す

る
事
業
仕
分
け
と
は
。

　
　
平
成

２３
年
９
月

２５
日
に
、

８
４
３
事
業
の
う
ち
課
題
が
見

ら
れ
る

８６
事
業
か
ら
選
び
、
政

策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
構
想
日
本
に

開
催
を
委
託
し
、
事
業
仕
分
け

委
員
会
に
て
実
施
す
る
。

　
　
改
定
し
た
公
金
運
用
規
定

で
も
仕
組
み
債
購
入
は
可
能
か
。

　
　
厳
密
に
い
え
ば
購
入
は
可

能
で
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
高

く
し
た
。
公
金
の
リ
ス
ク
回
避

の
た
め
分
散
さ
せ
有
効
に
運
用

す
る
。
規
定
内
容
に
つ
い
て
は

再
度
精
査
す
る
。

　
　
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
費
用

に
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
が
、
新
庁
舎
建
設
時
ま
で
待

て
な
い
の
か
。

　
　
５
年
を
経
過
す
る
こ
と
で
、

安
全
第
一
の
観
点
か
ら
更
新
は

必
要
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
自
体

は
新
庁
舎
で
も
使
用
で
き
る
。

　
　
前
年
度
の
電
子
カ
ル
テ
導

入
の
リ
ー
ス
料
が
主
で
あ
る
。

　
　
医
師
確
保
へ
の
対
策
は
。

　
　
赴
任
さ
れ
た
小
児
科
医
師

の
医
局
（
大
阪
大
学
）
や
兵
庫

医
科
大
学
へ
依
頼
し
て
い
る
。

　
　「
ケ
ア
ホ
ー
ム
か
と
う
」

へ
毎
年
約
１
億
円
の
経
営
補
て

ん
を
行
っ
て
い
る
が
民
間
へ
の

移
行
は
検
討
し
た
か
。

　
　
検
討
し
た
が
、
施
設
の
老

朽
化
と
病
床
数
の
問
題
で
話
が

折
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　
　
新
庁
舎
建
設
の
基
本
実
施

設
計
の
業
者
選
択
時
期
は
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
４
月
中
旬
に
一
次
選
定
、
５

月
に
二
次
選
定
を
行
い
６
月
定

例
会
で
承
認
を
得
た
い
。

　
　
基
本
計
画
を
策
定
し
た
業

者
も
基
本
設
計
に
参
加
可
能
だ

が
公
平
さ
が
保
た
れ
る
か
。

　
　
基
本
計
画
を
読
み
込
み
理

解
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で

は
な
く
、
策
定
業
者
が
特
に
有

利
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
。
公

平
性
は
保
た
れ
る
と
考
え
る
。

　
　
Ｊ
Ｒ
社
町
駅
前
の
駐
車
場

増
設
の
土
地
購
入
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
目
的
は
。

　
　
Ｊ
Ｒ
社
町
駅
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
と
パ
ー
ク
＆
ラ
イ

　
　
貞
守
処
理
区
を
「
せ
せ
ら

ぎ
東
条
」
に
接
続
す
る
実
施
設

計
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

接
続
後
に
地
元
へ
の
迷
惑
料
等

は
発
生
し
な
い
の
か
。

　
　
迷
惑
料
等
の
支
出
の
予
定

は
な
い
。
し
か
し
補
償
基
準
に

照
ら
し
合
わ
せ
該
当
す
れ
ば
支

払
い
が
発
生
す
る
。

　
　
集
中
監
視
統
合
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
）
整
備
工
事
と
は
。

　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用

し
て
下
水
道
施
設
を
集
中
し
て

監
視
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
　
中
新
池
の
賃
借
料
の
交
渉

は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
所
有
地
区
へ
減
額
を
お
願

い
し
て
い
る
が
応
じ
て
も
ら
え

な
い
。
問
題
を
放
置
し
て
お
ら

ず
、
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
。

　
　
経
営
赤
字
補
て
ん
１
億
５

千
万
円
を
当
初
予
算
に
計
上
す

る
こ
と
は
市
民
に
理
解
を
得
ら

れ
る
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
支
出
に
合
わ
せ

た
収
入
予
算
を
計
上
し
て
均
衡

を
と
っ
て
き
た
が
、
現
状
に
即

し
た
予
算
編
成
と
し
た
。

　
　
賃
借
料
等
の
経
費
増
額
の

要
因
は
。

　
　
東
条
グ
ラ
ウ
ン
ド
借
地
の

一
部
分
２
７
３
㎡
の
購
入
費
で

あ
る
。
公
共
施
設
適
正
化
の
一

環
と
し
て
購
入
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
　
市
民
体
育
祭
を
中
止
し
た

理
由
と
そ
れ
の
代
替
案
は
。

　
　
市
政
懇
談
会
等
で
体
育
祭

不
参
加
の
意
見
が
多
か
っ
た
た

め
中
止
し
た
。
代
替
案
は
な
い

が
、
市
民
の
健
康
増
進
の
観
点

か
ら
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
の
導

入
を
考
え
て
い
る
。

　
平
成
２３
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
８
名
の
委
員
で
構

成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
藤

田
靖
夫
委
員
長
）
を
設
置
し
、

３
月
１５
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
審
査
を
行
っ
た
。

　
主
な
質
疑
・
応
答

　
　
小
学
校
教
室
へ
の
空
調
設

備
は
、
成
長
期
に
発
汗
性
を
阻

害
す
る
等
の
意
見
が
あ
る
が
。

　
　
関
係
者
の
意
見
を
尊
重
し

検
討
す
る
が
、
学
習
環
境
の
向

上
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
方

向
で
考
え
て
い
く
。

　
　
平
成
２３
年
度
か
ら
は
、
地

元
産
の
食
材
使
用
の
補
助
金
が

な
く
な
る
が
給
食
費
の
値
上
げ

は
検
討
す
る
の
か
。

　
　
年
間
約
５
７
０
万
円
の
補

助
金
が
無
く
な
り
運
営
が
厳
し

く
な
る
。
こ
の
一
年
間
状
況
を

見
守
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
文
化
会
館
整
備
事
業
の
土

地
購
入
費
と
は
。

　
　
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
北
側

駐
車
場
に
隣
接
す
る
９
０
０
㎡

の
購
入
費
で
あ
る
。

　
　
体
育
施
設
費
の
土
地
購
入

費
と
は
。

加東市 議会だより Ｎｏ.１７６

17,145,000千円

7,174,717千円

8,150,965千円

32,470,682千円

（前年度比102.0％）

（前年度比101.8％）

（前年度比101.7％）

（前年度比101.9％）

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

・新庁舎の基本設計費を計上�  
　　　 ・事務事業の精査へ「事業仕分け」を導入

教
育
委
員
会

上
下
水
道
部

企

画

部

総

務

部

加
東
市
民
病
院
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住宅用太陽光発電システム

　
　
合
併
特
例
債
の
使
用
状
況

は
。

　
　
総
額
１
５
０
億
円
ま
で
使

え
る
が
、
平
成

２３
年
度
は
、
８

億
９
４
７
０
万
円
。
平
成

２２
年

度
末
の
累
計
は
、

３４
億
円
で
あ

る
。

　
　
区
長
会
旅
行
の
経
費
は
、

不
可
欠
な
も
の
か
。
事
業
仕
分

け
に
か
け
る
気
は
あ
る
か
。

　
　
区
長
会
内
部
で
も
協
議
し

た
が
、
情
報
交
換
的
な
場
も
残

し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ
り

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
。
事

業
仕
分
け
に
つ
い
て
は

８６
事
業

と
の
兼
ね
合
い
で
検
討
す
る
。

　
　
各
種
審
議
会
等
の
委
員
が

重
複
し
て
委
員
を
さ
れ
て
い
る

が
任
命
す
る
市
の
見
解
は
。

　
　
審
議
会
の
数
が
増
え
た
要

因
も
あ
る
が
、
各
種
団
体
の
機

能
を
連
携
し
て
い
た
だ
く
意
味

も
あ
る
。
今
後
は
、
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
は
精
査
す
る
。

　
　
借
地
料
の
減
額
交
渉
に
応

じ
て
も
ら
え
た
方
に
は
減
額
し

て
支
払
い
、
応
じ
て
も
ら
え
な

い
方
に
そ
の
ま
ま
支
払
う
の
は

同
義
的
に
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
応
じ
て
も
ら
え
な
い
か
ら

交
渉
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
合
意
に
達
し
て

い
な
い
が
今
後
も
、
交
渉
を
継

続
し
て
い
く
。

　
　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
金
と
は
。

　
　
環
境
基
本
計
画
の
中
で
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
を
策
定
し
た
。

啓
発
だ
け
で
は
、
効
果
が
見
込

め
な
い
た
め
新
た
に
補
助
金
を

予
算
計
上
し
た
。

１５
万
円
を
上

限
に
補
助
す
る
。

　
　
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
設
置
補

助
金
制
度
と
は
。

　
　
地
区
公
民
館
や
消
防
器
具

庫
に
設
置
し
た
場
合
、
一
施
設

に
つ
き
上
限
５
千
円
を
助
成
す

る
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
事
業
運

営
が
厳
し
い
が
、
国
が
作
っ
た

制
度
で
あ
り
、
国
に
補
助
金
等

を
要
請
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
要
求
し
て
い
く
思
い
は
あ

る
が
、
国
も
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
。
市
長
会
等
で
要
請
し

て
い
る
が
成
果
が
上
が
ら
な
い
。

　
　
子
ど
も
手
当
か
ら
保
育
料

の
滞
納
分
を
差
し
引
い
て
支
給

す
る
の
か
。

　
　
天
引
き
は
、
納
付
相
談
に

よ
る
本
人
申
出
に
よ
り
可
能
。

　
　
障
害
者
就
労
支
援
事
業
の

内
容
は
。

　
　
市
内
作
業
所
に
通
所
の
方

へ
就
労
支
援
の
場
と
し
て
、
市

役
所
内
で
の
軽
作
業
を
依
頼
し
、

就
労
機
会
を
提
供
す
る
も
の
。

　
　
長
寿
祝
金
支
給
事
業
の
改

正
点
は
。

　
　
従
来
は

８６
歳
以
上
の
方
に

一
律
５
千
円
を
支
給
し
て
い
た

が
、
節
目
支
給
と
し
て

７７
歳
、

８８
歳
、

９９
歳
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ

の
額
を
支
給
す
る
。

　
　
東
条
地
域
と
社
地
域
で
は
、

山
田
錦
特
Ａ
地
区
の
転
作
率
の

取
り
組
み
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
合
併
し
た
の
で
市
全
体
で

生
産
調
整
を
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
背
景

な
ど
を
考
え
る
と
難
し
い
問
題

で
あ
る
。

　
　
５
回
目
を
迎
え
る
加
東
市

夏
ま
つ
り
の
方
向
性
は
。

　
　
東
条
会
場
で
４
回
実
施
し

て
き
た
が
、
平
日
開
催
や
踊
り

の
回
数
等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
開
催
会
場

や
開
催
日
時
等
実
行
委
員
会
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
盛
大
に
開

催
す
る
。

　
　
市
営
住
宅
使
用
料
滞
納
者

に
対
し
て
条
例
に
基
づ
き
明
け

渡
し
請
求
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
行
っ
て
い
な
い
が
、
連
帯

保
証
人
等
に
請
求
す
る
な
ど
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
徴
収
し
て
い

る
。

　
　
滝
見
橋
を
含
む
市
道
滝
野

梶
原
線
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
平
成

２３
年
度
本
格
着
手
、

平
成

３０
年
度
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
　
平
成
２２
年
度
の
常
備
消
防

費
予
算
に
約
１
億
円
を
増
額
し

て
北
は
り
ま
消
防
組
合
に
拠
出

す
る
理
由
は
。

　
　
総
務
課
で
計
上
し
て
い
た

職
員
の
子
ど
も
手
当
並
び
に
退

職
手
当
負
担
金
と
新
消
防
組
合

で
購
入
す
る
車
輌
の
負
担
分
で

あ
る
。

 

【
一
般
会
計 

】

 

反
対
討
論

　
市
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
整

理
な
ど
議
会
か
ら
の
指
摘
に
全

く
対
応
し
て
い
な
い
。

 

賛
成
討
論

　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ

ず
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、

市
長
の
「
人
口
は
ま
ち
の
活
力
」

と
の
方
針
か
ら
不
妊
治
療
に
も

助
成
制
度
を
設
け
、
学
校
に
お

い
て
も
学
習
環
境
の
向
上
に
配

慮
し
た
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

 

【
病
院
事
業
会
計 

】

 

反
対
討
論

　
当
初
か
ら
の
赤
字
補
て
ん
の

予
算
編
成
に
は
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
全
部
適
用
経
営
な
ど
独

立
法
人
化
も
含
め
て
経
営
に
対

し
改
革
の
意
欲
が
見
ら
れ
な
い

の
で
反
対
す
る
。

 

賛
成
討
論

　
１
億
５
千
万
円
の
赤
字
あ
り

き
で
は
な
く
、
現
状
に
即
し
た

予
算
計
上
で
あ
る
。

　
医
師
確
保
に
努
力
す
る
と
の

答
弁
も
あ
り
、
更
な
る
経
営
努

力
に
期
待
し
賛
成
す
る
。

加東市 議会だより Ｎｏ.１７７

市
民
安
全
部

福

祉

部

地
域
整
備
部

消

防

本

部

建

設

部
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委 員 会 報 告

必須科目となる武道

市民憲章

　
２
月

１８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

請
願
の
審
査
を
行
っ
た
。

 
請
願
審
査

◆
請
願
第
２２

＿
２
号
及
び
２２

＿

３
号
　
公
共
交
通
の
早
期
確
保

に
関
す
る
請
願

■
市
当
局
よ
り
の
説
明

　
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
中
心
に
自
主
運
行
バ
ス
で

の
取
り
組
み
と
い
う
提
案
で
あ

り
、
準
備
期
間
で
の
経
費
に
関

し
て
は
市
が
負
担
。
運
行
に
つ

い
て
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

中
心
と
な
り
運
営
を
考
え
て
い

た
だ
く
。

　
　
地
域
公
共
交
通
会
議
の
位

置
付
け
は
。

　
　
今
ま
で
の
調
査
の
過
程
に

熟
知
し
て
お
り
有
効
な
会
議
の

一
つ
と
考
え
る
。

　
　
米
田
地
区
、
鴨
川
地
区
の

先
行
で
の
指
針
で
は
あ
る
が
、

他
の
地
区
の
事
も
考
慮
さ
れ
る

の
か
。

　
　
モ
デ
ル
的
に
取
り
組
む
中

で
他
地
区
に
波
及
し
て
エ
リ
ア

が
拡
大
す
れ
ば
と
考
え
る
。

全
会
一
致
で
採
択

　
３
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議

案
な
ら
び
に
陳
情
の
審
査
と
所

管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

 

付
託
議
案
審
査

◆
加
東
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
定
め
る
件

テ
ー
マ
　【
人
間
力
の
育
成
】

　
学
び
か
ら
新
し
い
自
分
づ
く

り
と
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
加

東
市
に

第
１
章
　
教
育
振
興
基
本
計
画

の
基
本
的
事
項

第
２
章
　
教
育
を
め
ぐ
る
現
状

と
課
題

　
①
現
状
と
課
題

　
②
本
市
教
育
の
現
状
と
課
題

第
３
章
　
加
東
市
の
今
後
の
教

育
〜
総
論

　
①
人
間
力
の
育
成

　
②
学
校
教
育
の
重
点

　
③
社
会
教
育
の
重
点

第
４
章
　
加
東
市
の
め
ざ
す
方

向
と
施
策
の
取
組
〜
各
論

Ⅰ
学
校
教
育
の
充
実

　
①
確
か
な
学
力
の
定
着

　
②
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

　
③
健
康
体
力
づ
く
り

　
④
安
全
・
安
心
で
信
頼
さ
れ

　
　
る
学
校
づ
く
り

Ⅱ
社
会
教
育
の
充
実

　
①
青
少
年
の
健
全
育
成

　
②
成
人
学
習
の
充
実

　
③
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興

　
　
及
び
実
施

　
④
文
化
財
保
護
の
推
進
と
活

　
　
用

　
⑤
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と

　
　
振
興

　
⑥
施
設
の
管
理
・
運
営

　
⑦
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現

　
⑧
男
女
共
同
参
画
事
業
の
推

　
　
進

　
⑨
市
立
図
書
館
の
充
実
　

　
　
こ
の
計
画
を
受
け
て
教
育

長
の
思
い
は

　
　
学
び
か
ら
新
し
い
自
分
づ

く
り
と
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
。

　

◆
市
民
憲
章
に
つ
い
て

■
制
定
の
趣
旨

　
市
制
五
周
年
を
機
に
、
市
民

が
さ
ら
な
る
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
を
持
ち
、
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

市
民
憲
章
を
制
定
す
る
。

 

陳
情
審
査

◆
陳
情
第
２２

＿
１１
号
真
の
日
中

友
好
確
立
の
た
め
「
尖
閣
事
件
」

ビ
デ
オ
映
像
の
全
面
開
示
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

　
尖
閣
諸
島
で
何
が
今
起
き
て

い
る
の
か
、
あ
の
漁
船
は
ど
う

い
っ
た
趣
旨
で
あ
っ
た
の
か
、

日
中
友
好
を
深
め
る
に
は
、
マ

ス
コ
ミ
に
も
正
式
に
公
開
さ
れ

て
い
な
い
ビ
デ
オ
の
公
開
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
、
参
考

人
よ
り
陳
情
の
趣
旨
説
明
が
あ

っ
た
。

　
　
ビ
デ
オ
の
開
示
が
本
当
に

日
中
友
好
に
な
る
の
か
。

　
　
日
本
で
開
示
さ
れ
る
事
に

よ
り
全
世
界
に
発
信
さ
れ
、
世

界
で
の
日
本
の
優
位
性
が
立
証

さ
れ
る
。

　
　
領
有
権
の
主
張
が
先
に
あ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
他
市
で
は
そ
れ
も
含
め
請

願
が
出
て
い
る
。

全
会
一
致
で
採
択

 

所
管
事
務
調
査

◆
加
東
市
公
金
の
管
理
及
び
運

用
に
関
す
る
基
準
の
改
正
及
び

加
東
市
公
金
管
理
委
員
会
設
置

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

■
改
正
内
容

１
収
支
計
画
の
把
握

２
公
金
の
管
理
と
運
用
の
明
確

　
化

３
公
金
の
運
用
方
法
を
規
定

４
基
金
管
理
台
帳
の
整
備

５
運
用
担
当
部
局
と
公
金
管
理

　
委
員
会
、
会
計
管
理
者
の
職

　
務
の
明
確
化

６
公
金
管
理
委
員
会
設
置
要
綱

　
の
制
定

■
委
員
会
メ
ン
バ
ー

　
委
員
長
は
副
市
長
と
し
、
総

務
、
企
画
、
市
民
安
全
、
福
祉
、

地
域
整
備
、
上
下
水
道
の
各
部

長
と
財
政
、
会
計
課
長

加東市 議会だより Ｎｏ.１７ ８

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】



みどり園現地調査

加東市全体のごみ量の推移

18 年度

19 年度

20 年度

21 年度

22 年度

489,054

452,806

454,709

442,650

401,898

12,396

11,356

11,867

11,021

10,339

851

777

809

754

705

39.5

39.9

38.3

40.2

38.9

＊ 22 年度の数値は 2 月末現在

事業費
（千円）

ごみ量全体
（ton）

１日1人当り
ごみ量（ｇ）

1kg当り
処理費（円）

　
１
月

１９
日
に
、
一
般
廃
棄
物

処
理
に
つ
い
て
（
北
播
磨
清
掃

事
務
組
合
の
現
地
調
査
を
含
む
）

ま
た
、
昨
年

１２
月
に
導
入
し
た

加
東
市
民
病
院
の
電
子
カ
ル
テ

に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

 

所
管
事
務
調
査

◆
一
般
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

【
主
な
ご
み
減
量
対
策
事
項
】

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

　
の
実
施

　
資
源
ご
み
分
別
収
集
推
進

　
資
源
ご
み
集
団
回
収
奨
励

　
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
運
動
推
進

　
廃
食
油
拠
点
回
収
実
施

　
各
種
団
体
へ
の
ご
み
減
量
化

　
の
呼
び
掛
け

　
２
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害

福
祉
計
画
（
第
３
期
）
と
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
及
び
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
に
係
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ま
た
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

 

所
管
事
務
調
査

◆
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福

祉
計
画
（
第
３
期
）
に
つ
い
て

【
計
画
期
間
】

　
障
害
者
基
本
計
画
＝
平
成

２４

年
度
か
ら

２９
年
度
ま
で

　
障
害
福
祉
計
画
＝
平
成

２４
年

　
度
か
ら

２６
年
度
ま
で

【
計
画
内
容
（
抜
粋
）】

　
障
害
者
の
現
状
と
課
題

　
現
行
施
策
の
現
状
と
課
題

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
ニ

　
ー
ズ
と
課
題

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
数
値

　
目
標

◆
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

【
計
画
期
間
】

平
成

２４
年
度
か
ら

２６
年
度
ま
で

【
計
画
内
容
（
抜
粋
）】

　
高
齢
者
の
現
状
（
ア
ン
ケ
ー

　
ト
結
果
に
み
る
ニ
ー
ズ
等
）

　
現
行
施
策
の
現
状
・
課
題

　
今
後
の
高
齢
者
人
口
の
動
向

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
見

　
込
量
と
保
険
料

※
障
害
者
及
び
高
齢
者
に
関
す

る
計
画
等
は
、
加
東
市
議
会
基

本
条
例
に
お
い
て
議
会
の
議
決

事
項
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
当

委
員
会
と
密
な
連
絡
調
整
を
行

う
よ
う
申
し
入
れ
た
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備

に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て　
特
養
の
増
床
に
あ
っ
て
は
、

増
加
す
る
待
機
者
の
状
況
等
を

考
慮
し
、
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
期
間
内
の
早
期
に
開
設

で
き
る
よ
う
県
と
の
協
議
等
に

努
め
る
。

※
入
所
待
機
者
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
事
務
内
容
等
は
可
能

な
限
り
前
倒
し
で
対
応
し
、
早

期
開
設
を
目
標
と
す
る
よ
う
に

申
し
入
れ
た
。

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
見
直

し
に
つ
い
て

【
改
正
案
】（
　
）
内
は
現
行

①
対
象
者
に

６５
歳
以
上
の
自
動

車
運
転
免
許
証
返
納
者
を
追
加

す
る
。（
市
民
税
所
得
割
非
課

税
の

７５
歳
以
上
の
方
や
心
身
障

害
者
の
方
の
み
）

②
交
付
枚
数
を
申
請
月
に
関
係

な
く
年
間

３０
枚
と
す
る
。（
申

請
月
で
異
な
る
が
年
間
で
最
高

２４
枚
）

③
高
齢
者
・
障
害
者
に
関
係
な

く
５
０
０
円
×

３０
枚
の
一
律
、

１
万
５
千
円
の
助
成
額
と
す
る
。

（
対
象
者
に
よ
っ
て
助
成
額
が

異
な
っ
て
い
た
）

④
使
用
方
法
を
一
乗
車
に
つ
き

何
枚
で
も
使
用
可
と
す
る
。

（
一
乗
車
に
つ
き
１
枚
）

　
３
月
７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
介
護
保
険
給
付
費
と
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
に
つ
い
て
、

環
境
基
本
計
画
と
「
久
保
ク
リ

ー
ン
開
発
」
に
つ
い
て
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
本
会
議
で
審
査
を
付

託
さ
れ
た
請
願
案
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

 

請
願
審
査

◆
脳
脊
髄
減
少
症
の
診
断
・
治

療
の
確
立
を
求
め
る
請
願

【
請
願
趣
旨
】

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
は
、
交
通

事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
で

身
体
へ
の
強
い
衝
撃
に
よ
り
脳

脊
髄
液
が
漏
れ
て
減
少
す
る
こ

と
に
よ
り
、
頸
部
痛
や
め
ま
い
、

視
力
障
害
な
ど
多
種
多
様
な
症

状
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
そ
の
治
療
に
は
、
初
期
の
検

査
以
外
は
保
険
適
用
が
な
さ
れ

ず
、
患
者
は
高
額
な
治
療
費
負

担
に
よ
り
厳
し
い
環
境
の
中
に

い
る
。

 

国
に
お
い
て
は
、
診
断
基
準

や
治
療
指
針
等
を
早
急
に
定
め

た
上
で
各
種
傷
害
保
険
の
適
用

の
対
象
に
加
え
る
こ
と
。

全
会
一
致
で
採
択

加東市 議会だより Ｎｏ.１７９

厚
生
常
任
委
員
会



市道東条社線の現地調査

貞 守 処 理 場

滝 見 橋 現 地 視 察

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項

１
・
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

２
・
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

３
・
都
市
計
画
に
つ
い
て

４
・
公
共
土
木
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

５
・
生
活
排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て

６
・
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
１
月

２７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
特
別
指
定
区
域
及
び
上
下

水
道
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
、

所
管
事
務
調
査
を
行
い
当
局
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
　
　
　
　

　　
２
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
市
道
整
備
、
南
山
の
土
地

利
用
状
況
並
び
に
道
の
駅
と
う

じ
ょ
う
に
つ
い
て
、
現
地
調
査

及
び
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

　
２
月

２４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

 

所
管
事
務
調
査

◆
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て　
地
域
整
備
部
農
林
課
よ
り
市

内
に
お
い
て
発
生
し
た
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

【
概
要
と
対
応
策
】

　
２
月

１１
日
の
早
朝
に
、
木
梨

地
区
内
の
状
ヶ
池
公
園
で
発
見

さ
れ
た
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
死

骸
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
Ｈ
５
亜
型
が
確
認
さ
れ

た
。（
姫
路
家
畜
保
健
衛
生
所

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
）

　
当
日
の
午
後
６
時
に
加
東
市

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

警
戒
本
部
が
設
置
さ
れ
、
対
応

方
針
の
確
認
を
行
い
、
状
ヶ
池

公
園
周
辺
に
石
灰
散
布
、
立
入

禁
止
看
板
設
置
等
が
な
さ
れ
た
。

　
３
月
４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
「
陳

情
第

２３
＿

１
号
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加

に
反
対
す
る
陳
情
」
の
審
査
を

行
っ
た
。
ま
た
滝
野
梶
原
線
整

備
計
画
、
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
貞
守
処
理
場
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
含
む
所
管
事
務
調
査

を
行
っ
た
。

 

陳
情
審
査

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る

陳
情

　
兵
庫
県
農
民
運
動
連
合
会

永
井
修
氏
を
参
考
人
と
し
て
招

致
し
審
査
を
行
っ
た
。

　
　
日
本
の
農
業
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
な
い
ほ
う
が
良
い
方
向

に
向
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
り
、
完
全
に
駄
目

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
現
状
は
、
日
本
の
農
業
で
は

太
刀
打
ち
で
き
な
い
し
、
完
璧

に
日
本
の
農
業
が
廃
れ
て
い
く

と
考
え
る
。

※
慎
重
審
査
を
要
す
る
た
め
継

続
審
査
に
決
定
す
る
。

◆
平
成
２３
年
度
加
東
市
の
有
害

鳥
獣
対
策
の
概
要
に
つ
い
て

　
国
の
緊
急
対
策
枠
（
平
成

２３

年
度
鳥
獣
被
害
緊
急
総
合
対
策

に
か
か
る
交
付
金
、
１
年
限
り
）

を
活
用
し
、
加
東
市
有
害
鳥
獣

対
策
協
議
会
や
関
係
団
体
等
と

の
連
携
の
も
と
に
、
地
域
ぐ
る

み
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に

取
り
組
む
ハ
ー
ド
対
策
事
業
で

地
域
の
自
力
施
工
に
よ
る
侵
入

防
止
柵
の
整
備
（
資
材
購
入
分

の
定
額
補
助
）
を
推
進
す
る
。

 

現
地
調
査

　
滝
野
梶
原
線
整
備
計
画
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
平

成
２３
年
度
に
詳
細
設
計
と
用
地

測
量
を
実
施
す
る
。
最
終
完
成

年
度
を
平
成

３０
年
度
の
予
定
で

あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

加東市 議会だより Ｎｏ.１７１０

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
問
】

【
答
】



京丹後市  視察

　
２
月

１５
日
委
員
会
を
開
催
し

所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

◆
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
北
は
り
ま
消
防
組
合
が
、
４

月
１
日
に
一
部
事
務
組
合
と
し

て
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
委

員
会
条
例
第
２
条
第
３
号
中
の

消
防
本
部
の
所
管
に
関
す
る
事

項
を
厚
生
常
任
委
員
会
の
所
管

か
ら
削
除
す
る
条
例
の
改
正
を

行
う
。

　
な
お
、
北
は
り
ま
消
防
組
合

議
会
議
員
（
２
名
）
の
選
挙
を

３
月
定
例
会
に
て
実
施
。

◆
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
成
し

継
続
し
て
検
討
を
行
う
。

　
ま
た
、
法
的
な
根
拠
に
基
づ

き
使
途
基
準
を
定
め
る
。

◆
会
派
に
つ
い
て

　
継
続
し
て
検
討
を
行
う
。

　
３
月

２４
日
委
員
会
を
開
催
し

６
月
定
例
会
の
日
程
・
議
会
報

告
会
の
日
程
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

◆
６
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

　
６
月
２
日（
木
）〜

２７
日（
月
）

の
２６
日
間
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
す
る
。

◆
議
会
報
告
会
の
開
催

　
加
東
市
議
会
基
本
条
例
第
７

条
の
規
定
に
よ
り
議
会
報
告
会

を
次
の
日
程
で
開
催
す
る
。

◇
５
月

１９
日
・ 

と
ど
ろ
き
荘

◇
５
月

２０
日
・
社
多
目
的
研
　

　
　
　
　
　
　
修
館

◇
５
月

２１
日
・
滝
野
図
書
館

【
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。】

◆
広
報
公
聴
に
つ
い
て

　
委
員
会
で
は
議
会
・
委
員
会

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
ラ
イ
ブ
中
継

や
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
試
験
的
な
映

像
作
成
の
必
要
が
あ
る
こ
と
、

　
ま
た
、
委
員
会
に
つ
い
て
は

ビ
デ
オ
撮
影
を
許
可
す
る
こ
と

に
決
定
。
早
い
時
期
の
ネ
ッ
ト

配
信
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

◆
行
政
視
察
に
つ
い
て

　
委
員
会
で
は
、
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
京
丹
後
市
へ
議
会
基
本

条
例
の
運
営
状
況
を
調
査
す
る

た
め
に
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

◆
義
援
金
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

加
東
市
議
会
と
し
て
二
十
万
円

の
義
援
金
を
贈
っ
た
。

　
１
月

１２
日
か
ら
３
月

３０
日
ま
で
８
回
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
３
月

３０
日
に
は
「
加
東
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
に
基
づ
き

庁
舎
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委

員
会
で
は
賛
成
多
数
で
承
認
し
た
。

加東市 議会だより Ｎｏ.１７１１

議
会
運
営
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会



タッチパネル式パソコン

就労支援室

加東市 議会だより Ｎｏ.１７１２

問答 小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

小
紫 

泰
良

認
知
症
の
早
期
発
見
・

　
　
　
　
早
期
対
応
等
の
対
策
に
つ
い
て

小
川 

忠
市

就
労
支
援
に
つ
い
て

藤
尾
　 

潔

問答

問答問答

　
　
現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
洋
式

ト
イ
レ
で
育
っ
て
お
り
、
小
学
校
の
入
学
で
初
め
て
和

式
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
児
童
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
和
式
ト
イ
レ
を
使
え
な
い
で
我
慢
し
て
体
調

を
崩
す
子
も
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
小
・
中
学
校

の
洋
式
ト
イ
レ
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
加
東
市
の
小
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
設
置
率
は
、
約

２８
％
、
中
学
校
約
３８
％
で
あ
る
。
北
播
磨
地
域
の
各
市

町
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
三
木
市
で
は
小
学
校
約
２４
％
、

中
学
校
約
２３
％
で
、
そ
の
他
の
教
育
委
員
会
で
は
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
も
行

っ
て
い
な
い
。

　
洋
式
ト
イ
レ
が
一
般
家
庭
で
主
流
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
る
必
要
を
重
視

し
、
ト
イ
レ
改
修
時
に
は
学
校
や
保
護
者
の
意
見
を
聞

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
合
っ
た
対
応
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

□�

平
成
２２
年
度
加
東
市
学
校

　
教
育
の
進
展
の
評
価
と
平

　
成
２３
年
度
の
基
本
方
針
に

　
つ
い
て

□
児
童
生
徒
の
万
引
き
防
止

　
対
策
に
つ
い
て

　
　
認
知
症
高
齢
者
は
、
全
国
で
約
１
７
０
万
人
と
推

定
さ
れ
、
６５
歳
以
上
で
大
部
分
が
発
症
し
、
そ
の
人
数

は
１０
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り

症
状
が
改
善
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
鳥
取
県
琴
浦
町
で
は
、
簡
単
な
操
作
で
認
知
症
の
早

期
発
見
が
可
能
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
機
器
を
購
入
し
介

護
保
険
費
用
削
減
等
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
を
、
加
東
市
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
市
の
考
え
方
を
問
う
。

　
　
市
に
お
い
て
は
、
出
前
講
座
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
で
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
や
認
知
症
予
防
の
普
及

啓
発
等
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　
平
成
２３
年
度
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
機
器
５
台
を

導
入
し
、
地
域
の
公
民
館
等
で
「
地
域
回
想
法
教
室
」

や
高
齢
者
福
祉
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
等
に
軽
度

認
知
症
の
早
期
発
見
に
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、
平
成

２２
年
度
に
実
施
し
た
、
認
知
症
地
域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
も
継
続
し

て
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
公
共
施
設
の
適
正

　
化
へ
の
取
り
組
み

　
に
つ
い
て

□
平
成
２２
年
度
を
振

　
り
返
っ
て
市
長
の

　
感
想
を
聞
く

　
　
雇
用
の
充
実
は
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
国
の
雇
用

対
策
交
付
金
終
了
後
も
継
続
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
市

の
考
え
は
。

　
ま
た
、
現
在
は
横
割
り
の
弊
害
で
、
市
役
所
ロ
ビ
ー

で
求
人
票
を
見
て
来
所
さ
れ
て
も
、
結
局
紹
介
状
を
西

脇
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
職
業
訓
練
と
組
み
合
わ
せ
た
施
策
の
展
開
が
で
き

な
い
な
ど
問
題
点
も
多
い
。
よ
り
積
極
的
な
労
働
施
策

展
開
の
た
め
、
国
と
共
同
で
運
営
す
る
「
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
に
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
就
労
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
終
了
後
も

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
な
お
、「
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
国
の
内
規
等
に
よ
り

難
し
い
が
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

□
切
れ
目
の
な
い
発
達
支
援
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
社
会
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
健
康
課
等

多
く
の
部
局
で
担
当
し
て
い
る
障
害
者
（
児
）
施
策
を

一
元
化
し
、
相
談
し
や
す
く
し
て
は
。

　
　
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
等
の
活
用
に
よ
り
各
部
局
で

連
携
し
て
取
り
組
む
。
発
達
障
害
児
の
早
期
発
見
・
治

療
に
努
め
る
。

一 般 質 問



ワークショップ

職員研修を担当する総務課

嬉野東集会所

加東市 議会だより Ｎｏ.１７１３

問答 上
水
道
未
整
備
地
区
の

　
　
　
　
　
　
枠
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

長
谷
川
幹
雄

地
域
力
を
高
め
る
手
法
に
つ
い
て井

上 

茂
和

職
員
研
修
の
充
実
と
人
事
考
課
に
つ
い
て

志
方 

　
勉

問答

問答問答

　
　
嬉
野
東
自
治
会
は
、
公
営
水
道
給
水
区
域
に
加
入

す
べ
く
、
行
政
と
長
年
に
わ
た
り
交
渉
し
て
い
る
が
現

在
の
状
況
を
問
う
。

　
　
水
道
法
第
二
条
で
は
、
水
道
が
市
民
の
健
康
を
守

る
為
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
嬉
野
東
地
区
の
要
望
は
、
水
道
法
第
十
五
条
で
区
域

決
定
を
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
当
地
区
は

水
道
施
設
の
多
く
で
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
水
源
に

対
し
危
機
感
を
持
た
れ
た
住
民
か
ら
要
望
を
受
け
て
い

る
。

　
加
東
市
水
道
条
例
第
三
十
五
条
に
基
づ
き
、
配
水
管

等
事
業
費
を
負
担
し
て
頂
け
れ
ば
、
工
事
は
可
能
で
あ
る
。

　
市
に
お
い
て
は
、
給
水
区
域
を
拡
大
し
よ
う
と
す
れ

ば
市
内
全
体
の
採
算
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
公
営
水
道
化
に
向
け
て
は
、
市
と
し
て
課
題
等
も
多

く
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
協
議
を
行
な
っ
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

□
下
水
道
工
事
未
整

　
備
地
区
に
つ
い
て

　
　
地
域
が
直
面
し
て
い
る
現
実
を
直
視
し
、
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
背
景
、
要
因
、
構
造
を
分
析
し
、
包

括
的
に
解
決
方
向
を
見
出
し
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
単
位
で
幅
広
い
枠
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
も
含
め
当
局

の
今
後
の
考
え
方
を
問
う
。

　
　
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
地
域
の
課
題

は
地
域
で
解
決
す
る
と
共
に
、
今
後
は
地
域
力
を
つ
け

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
合
併
後
は
、
新
都
市
計
画
や
総
合
計
画
に
も
主
要
施

策
と
位
置
づ
け
、
小
中
学
校
区
単
位
の
住
民
自
治
組
織

の
創
設
を
推
進
し
、
市
民
が
主
体
的
に
進
め
る
自
治
組

織
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
現
在
は
、
全
地
域
に
自
治
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
県

の
事
業
で
あ
る
県
民
交
流
広
場
事
業
を
活
用
し
た
地
域

と
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
の
み
を
活
用
し
た

地
域
が
あ
る
が
、
地

域
の
特
色
を
目
指
し

た
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
低
年
齢

か
ら
高
年
齢
ま
で
多

く
の
人
が
か
か
わ
り

を
持
ち
、
地
域
に
密

着
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
考
え
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
も
行
っ
て

い
く
。

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
財
政
運
営
を
高
め
る
た
め
、

職
員
研
修
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
職
場
内
研
修
で
は
、
全
職
員
を
対
象
に
人
権
教
育
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修
や
階
層
別
に
実
施
し
て
い

る
人
事
考
課
、
公
務
員
倫
理
、
債
務
徴
収
、
新
任
研
修

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
職
場
外
研
修
で
は
、
県
や
広
域
、

各
種
研
修
所
が
主
催
す
る
行
政
法
、
接
遇
、
政
策
実
務

研
修
な
ど
に
は
、
職
員
の
希
望
も
含
め
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。

　
　
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
人
事
考
課
制
度
の
取
り
組

み
状
況
を
問
う
。

　
　
人
事
考
課
制
度
は
、
平
成
２０
年
度
に
導
入
し
た
。

ま
ず
、
部
長
と
課
長
を
対
象
と
し
た
「
実
績
考
課
」
か

ら
実
施
し
、
そ
の
年
度
の
目
標
を
立
て
、
課
の
全
員
が
、

目
標
達
成
に
努
力
し
、
そ
の
達
成
度
を
評
価
す
る
制
度

で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
２１
年
度
か
ら
「
能
力
考
課
」
を
導
入
し
、

ど
れ
だ
け
業
務
の
改
善

や
改
革
に
取
り
組
め
た

か
を
項
目
に
よ
り
職
員

も
考
課
し
、
本
人
に
も

開
示
し
、
そ
の
気
付
き

を
通
し
て
人
材
育
成
を

図
っ
て
い
る
。
こ
の
人

事
考
課
制
度
は
、
昇
級

や
昇
格
・
勤
勉
手
当
な

ど
に
は
反
映
し
て
い
な

い
が
、
今
後
検
討
し
た

い
。



加東市予算書

道の駅とうじょう

防犯灯のLED化

加東市 議会だより Ｎｏ.１７１４

問答問答 問答 防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

石
井 

正
敏

補
助
金
等
の
交
付
金
化
に
つ
い
て桑

村 

繁
則

「
道
の
駅
」
と
「
農
商
工
連
携
」
に
つ
い
て

藤
田 

靖
夫

問答

問答

　
　
市
内
に
お
け
る
防
犯
灯
は
、
主
に
蛍
光
灯
で
あ
り

耐
用
年
数
も
短
く
維
持
管
理
が
地
元
に
は
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

　
近
年
エ
コ
対
策
と
し
て
消
費
電
力
も
少
な
く
、
耐
用

年
数
が
長
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
器
具
が
多
く
発
売
さ
れ
て
い
る
が
、

更
新
が
必
要
な
も
の
か
ら
年
次
的
に
順
次
取
り
替
え
て

は
ど
う
か
。

　
　
環
境
基
本
計
画
や
現
在
の
補
助
基
準
を
見
直
し
検

討
、
維
持
管
理
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
考
慮
し
、
平
成

２４
年

度
当
初
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
導
入
し
た
い
。

□
歩
行
者
・
通
学
生
徒
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
加
東
市
内
に
お
け
る
危
険
な
箇
所
の
歩
道
調
査
を

し
た
事
が
あ
る
か
。

　
　
危
険
な
歩
道
に
限
っ
て
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
日
常
の
管
理
は
行
っ
て
お
り
、
現
状
は
把
握
し
て

い
る
。

　
　
県
道
厚
利
社
線
は
、
歩
道
が
数
箇
所
途
切
れ
て
い

る
が
、
長
期
間
放
置

さ
れ
た
経
過
と
今
後

の
見
通
し
を
問
う
。

　
　
途
切
れ
た
箇
所

に
つ
い
て
は
用
地
買

収
が
難
航
し
て
い
る

が
、
全
線
の
歩
道
設

置
を
県
に
要
望
し
て

い
く
。

　
　
行
財
政
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
特
定
目
的
の
補
助

金
等
を
廃
止
し
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
一
部
を

交
付
金
化
し
、
各
地
区
の
裁
量
に
委
ね
、
地
区
の
実
情

に
あ
っ
た
有
効
な
活
用
方
法
を
決
め
て
も
ら
う
様
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
住
民
自
治
組
織
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
補
助
金
を
す
で
に
交
付
金
化
し
て
い
る
。

　
各
地
区
の
裁
量
で
分
配
で
き
る
補
助
金
を
精
査
し
交

付
金
と
し
て
ま
と
め
る
方
法
は
可
能
で
あ
る
が
、
活
動

状
況
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
出
来
る
組
織
体
系
の
確
立
が

必
要
で
あ
り
、
精
査
し
集
約
し
て
適
正
な
活
用
を
す
る

こ
と
は
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
も
、
住
民
参
画
に
な

る
地
域
づ
く
り
に
な
り
、
さ
ら
に
は
加
東
市
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
繋
る
。
　
　

　
今
後
も
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
の
組
織
の

強
化
を
進
め
る
と
共
に
補
助
金
と
の
精
査
を
行
い
適
正

な
利
活
用
を
し
て
い

く
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
加
東
市
の
学
校
教

　
育
現
状
に
つ
い
て

　
　
加
東
市
は
、
国
道
が
東
西
と
南
北
に
交
差
す
る
交

通
の
要
所
に
位
置
し
て
お
り
、
道
の
駅
と
し
て
の
適
地

と
考
え
る
。

　
農
産
物
生
産
者
や
商
業
者
が
施
設
を
利
用
し
て
地
元

特
産
品
の
加
工
・
販
売
、
地
元
産
品
を
使
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
等
を
通
し
て
、
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
が
創
出
で

き
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域

農
業
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
道
の
駅
を
地
域
振
興
拠
点
と
位
置
付
け
、
農
商
工
連

携
事
業
を
組
み
入
れ
て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
。

　
　
農
商
工
連
携
は
、
商
工
業
者
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
農
業
者
の
経
営
資
源
を
活
用
し
、
連
携
し
て
一
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
第
六
次
産
業
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
国
道
沿
い
は
、
地
域
振
興
拠
点
と
位

置
付
け
、
農
商
工
連
携
の
一
体
事
業
と
し
て
調
査
・
研

究
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
本
年
、
加
東
市
で
は
「
地
域
経
済
活
性
化
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
中
長
期
的

な
経
済
戦
略
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
中
で
一
体
型
道
の
駅

に
つ
い
て
も
分
析
や
研

究
す
る
対
象
課
題
と
し

て
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
「
土
砂
災
害
警
戒
　

　
区
域
先
行
指
定
」　

　
に
つ
い
て
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問答問答 地
域
公
共
交
通
の
観
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て

磯
貝 

邦
夫

　
　
自
主
運
行
バ
ス
を
「
ま
ち
の
装
置
」
と
し
て
定
着

す
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
と
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
移
動
す
る
権
利
す
な
わ
ち
交
通
権
に
つ
い
て
は
承

知
し
て
い
る
。
行
政
自
ら
積
極
的
に
地
域
へ
出
向
き
、

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
合
意
形
成
を
し
て
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

□
市
街
化
区
域
の
見
直
し
と
拡
大
に
つ
い
て

　
　
人
口
減
少
社
会
の
観
点
か
ら
土
地
区
画
整
理
は
都

市
計
画
の
母
と
も
言
わ
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
加
東
市
の

発
展
の
た
め
に
も
市
街
化
区
域
の
見
直
し
と
拡
大
に
つ

い
て
の
見
解
を
問
う
。

　
　
土
地
区
画
整
理
は
人
口
増
加
の
た
め
に
も
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
人
口
増
加
は
市
と
し
て
の
活
力
の
源

と
と
ら
え
て
お
り
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
と

照
ら
し
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
市
の
最
上
位
の
方
針
を

　
示
す
総
合
計
画
が
平
成

　
２４
年
度
ま
で
の
５
年
間

　
で
も
っ
て
前
期
が
終
了

　
す
る
。
そ
こ
で
後
期
の

　
総
合
計
画
へ
の
展
望
と

　
第
２
次
行
財
政
改
革
の

　
自
治
基
本
条
例
関
連
並

　
び
に
位
置
付
け
に
つ
い

　
て

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

東
播
・
淡
路
市
議
会

　
　
　
　
　
議
長
会
定
例
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

第
３４
回
臨
時
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

北
播
衛
生
事
務
組
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

わ
か
あ
ゆ
園
事
務
組
合
議
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
総
会

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
議
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

小
野
加
東
環
境
施
設
事
務

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

小
野
加
東
広
域
事
務

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

播
磨
看
護
学
校
組
合
議
会

第
３５
回
定
例
会
（
１
日
目
）

第
３５
回
定
例
会
（
２
日
目
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

第
３５
回
定
例
会
（
３
日
目
）

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

第
３５
回
定
例
会
（
４
日
目
）

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

１
月

５
日

１１
日

１２
日

１３
日

１８
日

１９
日

２０
日

２０
日

２５
日

２７
日

３１
日

３１
日

２
月

７
日

８
日

９
日

１４
日

１５
日

１６
日

１６
日

１７
日

１７
日

１８
日

２１
日

２２
日

２２
日

２４
日

２５
日

２８
日

３
月

１
日

２
日

４
日

４
日

７
日

８
日

１１
日

１４
日

１５
日

１６
日

１７
日

２４
日

２４
日

２４
日

２９
日

３０
日

３０
日

議会報告会を開催します
　議会活動の状況を議員が地域に出向いて市民の皆さんに直接報告・説明し、議会に対する理解
を深めていただくとともに、市民の皆さんからのご意見・ご提言を聞かせていただくため、議会
報告会を開催いたします。
　下記の日程・会場で開催しますので、多くの皆様のご参加をお願いいたします。

期 　 日

５月１９日（木）

５月２０日（金）

５月２１日（土）

１９：３０～

１９：３０～

１９：３０～

と ど ろ き 荘

社多目的研修館

滝 野 図 書 館

時 　 間 場 　 所
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東
日
本
大
震
災
は
日
本
に
と

っ
て
史
上
最
大
の
災
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
被
災
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方

々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
加
東
市
に
お
い
て
も
、
震
災

発
生
直
後
よ
り
消
防
職
員
等
を

現
地
に
派
遣
す
る
な
ど
人
員
、

物
資
の
両
面
に
お
い
て
継
続
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
３
月
議
会
は
、
平
成

２３
年
度
の
予
算
審
議
等
を
行
い

ま
し
た
。
論
点
を
明
確
に
す
る

た
め
に
「
加
東
市
議
会
基
本
条

例
」
に
よ
り
、
一
問
一
答
方
式

に
よ
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
滝
見

橋
の
架
け
替
え
を
含
む
市
道
滝

野
梶
原
線
の
整
備
事
業
に
も
着

手
す
る
予
算
や
、
新
庁
舎
の
実

施
設
計
の
予
算
も
計
上
さ
れ
本

格
的
に
進
む
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
市
民
の
皆
様

と
議
会
と
の
関
係
が
問
わ
れ
て

お
り
、
今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」

か
ら
議
案
に
対
す
る
全
議
員
の

賛
否
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
増
し
て
分
か
り
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い「
議
会

だ
よ
り
」
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
開
か
れ
た
議

会
と
な
る
よ
う
一
歩
一
歩
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
を
ご

愛
読
頂
き
ご
意
見
等
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。  

議会の傍聴に
お越しください

加東市役所社庁舎３階に議場があります。

石
井
（
正
）

加東市 議会だより Ｎｏ.１７

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
志
方
　
　
勉

　
　
副
委
員
長
　
石
井
　
正
敏

　
　
委
　
員
　
藤
田
　
靖
夫

　
　
　
　
　
　
二
階
　
一
夫

　
　
　
　
　
　
桑
村
　
繁
則

　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
朗

　
　
　
　
　
　
小
川
　
忠
市

　
　
　
　
　
　
石
井
　
雅
彦

　
加
東
市
内
の
各
学
校
の

取
り
組
み
や
特
色
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
加

東
市
立
社
小
学
校
で
す
。

　
本
校
は
、
今
年
度
６
１

３
名
の
児
童
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。「
と
も
に
励
む
子
・

と
も
に
伸
び
る
子
・
と
も

に
生
き
る
子
」
を
め
ざ
し
、

「
と
も
に
」
を
合
言
葉
に

し
て
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
は
、
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
歌
声
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
今
月
の
歌
を
各
教

室
で
歌
い
、
集
会
の
時
に

全
校
児
童
で
歌
い
ま
す
。

学
校
付
近
の
方
か
ら
、「
い

い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

よ
。」
と
い
う
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
授
業
で
は
、「
学
び
合

う
心
・
伝
え
合
う
力
」
を

目
標
に
、
自
分
の
思
い
を

伝
え
た
り
、
友
達
の
考
え

を
聞
い
た
り
し
て
、
学
び

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
廊
下
に
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
絵
や
習
字
、

ノ
ー
ト
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
、

相
互
理
解
を
深
め
、
自
尊

感
情
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
秋
に
「
ご
り
ょ

う
が
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
知
恵
を
絞
っ
て
工
夫

し
た
お
店
を
出
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
方
に
も
出
店

し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で

創
り
楽
し
む
お
祭
り
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
が
と
も
に
伸
び
る
よ

う
に
、
保
護
者
・
地
域
の

方
と
と
も
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。

平成23年4月1日現在の児童数

1学年

男　子 女　子 合　計

45 人

50 人

54 人

48 人

60 人

51 人

308人

48 人

49 人

59 人

43 人

53 人

53 人

305人

93人

99人

113人

91人

113人

104人

613人

2学年

3学年

4学年

5学年

6学年

合　計


